
一49一

蟻

成蘭英吉1玉十嵐囎明帝番螺猛衆

まえがき

北海道に産する非金属資源にほ次のようなも⑳がある､

す匁わち硫黄1石膏1重晶石硅石灰石1ド買マイト1長

石1珪石1珪酸白土･カオリン曲ベン1市ナイト1ろう石

滑石｡陶石1石綿掴黒鉛1オリビンサンド咀馬璃1黒曜

石1大理石その他である.そのうち稼行されているも

のは硫戴1重晶石1石灰石･カオリい滑石1石綿･オ

リビンサンドがある.

工業分野における新技術の開発力茎どんどん進められて

いる今胃では従来かえりみられなかったものが重要な

資源として登場することもあるし逆に往時貴重な資源

であっ花ものが凋落の憂き員をみることもある｡非金

属鉱業のさきゆきには福音をきびしさとがしばしば同居

することがある昔こζ数年来ある種の石灰石が舗装遠

路用(道内で年間約1五万トン)にク浜一ズァップされ花

ことや耐火材料として重要液役割を果たしていた赤白

珪有力ミオリビンサンドにおきかえられたことなどは

いずれも最近の非金属業界のトピックスであろう.

非金属資源の評価は多くの場合その物性が論じられる

ためにこのようなことカミおきるのであって金属鉱石を

とりあっかう場合とはいささかセンスが異匁るのである串

とはいえ非金属鉱床の調査研究の方法が特殊であるわけ

ではなくむしろ金属鉱床に関する基礎知識を必要とし

ているのである｡現在私花ちが北海道でとり組んでい

る2垂3の非金属鉱床すなわち滑石1カオリン1重晶石

1硫黄など熱水性鉱床と考えられるものをとリあげよう苗

勲泳リ×｡繋ン遜

婁臆ン積の鱈等鱗
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宥

(瞭爽勿孝リン勢

夢鉱幾簿櫨)

1滑漏鉱床

北海道の滑石鉱床は松前半島西側の大鴨津川中流に集

中して産する｡古生層をつらぬく岩脈状蛇紋岩の申に

レンズ状または塊状となって胚胎するもので現在3鉱

山によって稼行されており昭和24年から同42年までぽ

146茗900トンを固鉱しており最近は月産黛茸000トンペｰ

スで操業されてい私白色度の高いもの(83以上)は

製紙用として道内製紙工場へ出荷されそれ以下の晶質

のものは農薬の稀釈剤として用いられている,

この蛇紋岩は本来アンチゴライトを主成分とするもの

であるカミ滑石鉱体の周りには緑泥石が形成されており

滑石はしばしば多量の白雲石質方解石を伴っている超

すなわち滑石鉱体の内外には一般蛇紋岩にはみとめられ

ない特殊の鉱物組み合わせかあらわれている｡この種

の変質量は世界各地の滑石鉱床に勧られているところで

あって蛇紋岩化作用とは明らかに区別され浅熱水性

溶液ぽよる一種の交代作踊とみなされている｡この作

用を凍石化作用(SteatitiZ納0n)とよぶわけである｡

凍石化作用は一般に超塩基性岩をつらぬく火成岩の

影響で生じるものであるうといわれているがこζでは

明治23年から擦翻洲批めら叔
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北海道上磯瀞上磯町の畿鰯腐炊腐鉱山登簸^

採掘量は7･240･000Hこ達するCaC089腕前後で大部分老陸メ;ノド原料である(肩本セメントKK提供)�



一50一

蹴お鍬主漉簸

滋褐夢婁繍鰍簑

淡慈蜜鱗登鰍

1慧簸劇抽澱

〆ド樽蜘ζ灘

錐じ熱蒲,

遂約織繍ま織

燦錘衡献言)蜜

滋懇類義.

それに相応すると怒る嫁火成猪体塗みるζ勘室できない苗

しかしながらここ樽淫無数の小蝿模亨ン労ン鉱床が密集

している.それらは破砕帯や珪化帯を伴っておりわ

れわれの目のとどかない深所でおこなわれた火成作用に

みちびかれた熱水溶液はよって形成され花ものであるに

ちがい恋い由凍石化作用はこ'うした鉱液の活動の一環

としてもたらされたものにほかならない常

滑看の鉱石を論ずる立場がたとえ物性を吟瞭するご&

であっても滑石夢)成因を輪じ今後の探査ぽ役立てたい

と希うならぱそれは金属鉱床の問題と固くからみつい

た問題になってしまう,その意味からほ次にのべる勿

オリン質粘土鉱床はさらにその点を明確にすることに

なる.

2カオリン質粘立鉱床

北海道のカオリン質粘土鉱床は全道に広く分布しそ

のタイプには熱水性堆積性風化残留性のものがある｡

熱水性のものは洞爺湖東方地域や河東郡上土幌町の塾多

鉱山地域その他に知られており堆積性のものは築別炭

鉱赤平炭鉱匁とに炭層の下盤を匁して産するものが

また風化残留性のものは暢州内村の沼牛付近の亜陵に

それぞれ知られている｡北海道のカオリンは第簑次大

戦中に若干出荷され本格的には昭和27年から操業され

42年まで1α8,950トンの実績を有しているにもかかわ

陽ず現種剛胡産6◎oトンのぺ一策紀潟ち忍ん思いる｡

洞爺湖爽労縞ぷび築別粘金熔鮒火段ンが熔踊い婆杓花秘

勢夢鉱泌紗粕圭はそ⑳品質がきわめて優松て潟ゆ製紙用

塗布剤経筒は蔭れている｡勢第1築別の粕圭は籍名湾

勅るが綱爺欄策方のものは一般終潜蜜り知蟻灼ていな

い詮恩棚猫ので慧の機会紀その実態を紹介衣鳶こ&

にじぷ勤圭

凋爺湖東方終発麓す篭絡圭鉱殊は新鶏隻絢熊新世の

金銀銅鉛醒鉛硫化鉄務鉄鉱鉱床腿伴われる熱水惟褒質襟

の一部である.がって採掘されたものぽ第エ財閏第

2財固第3財田岩屋伸洞爺東仲洞爺ボロト酉

ボロト東久保内東久保内西レル:コマベツ諾鉱山の

ほか最近まで採掘されていた釜谷鉱{の粘土鉱床がある.

これらの粘土鉱床は熱水性金属鉱床を形成した鉱化作用

の一環として生成されたもので鉱床規模は一般に小さ

く財田鉱山で?王800トンの出鉱をみているほかはいず

･れもそれ以下である.

粘土鉱床を伴う変質帯は模式的にいえば(1)珪化帯

(2)カオリナイト価パイロフィライト帯(3)モンモリロン

石帯あるいは縁泥石･混合層粘土化帯から校っており

西部地域では広大枚珪化帯を東部地域では広い粘土化

帯をつくっている.一方北部地域では上記変質帯は比

較的単純でパイ管フィライトに乏しくむしろ明ばん石

の多い変質帯をつくり南部地域では変質帯の重ね食わ

せが多くきわめて複雑である.そこでは明ばん肴に

乏しくパイηフィライドダイァスボァに富む変質帯

をつくっている｡

お妾蔓がわ

粘土鉱床は長流川累層中の石英安山岩質凝灰角礫砦や

泥岩がら変った勿オリン質粘土鉱1石カオリン1パイロ

フィライト質鉱層であるが凝灰角礫岩を母岩とする鉱

石は一般に耐火度か低くsK32～3遂をしめす高耐火度

をもつものはいずれも泥岩源である､このため岡一の

変質帯であっても多くの場合泥岩源の粘土鉱宥のみが

稼行の瀞象とされている｡泥砦層がト肋前後の薄層

であるために本地区の粘土鉱床は宿命的に小輝模なの

である｡

本地区金属鉱床には金銀銅鉛亜鉛を主とする

鉱脈型鉱床石膏重品荷を伴う黒鉱型鉱床(洞爺鉱山)

あるいは赤鉄鉱磁鉄鉱黄鉄鉱からなる塊状鉱床(釜

谷鏡山)溶どタイプの異なる鉱床も多く発達する,そ

れぞれぽ伴渚)れる母岩変質は上記各種の粘土鉱物によっ

て代表されてはいるがこれらの粘土鉱物のX線的研究

ならびに熱的研究の結果からそれぞれ紀特徴ある性質

を有していることが判明してきた.その結果について

は今1ま紙数の関係でのべられないが非金属鉱床の研究

を通泌で金属鉱床の螢成条件を勅る程度遺諌ずること淡

で蓄稔⑳鷲腸る白洞爺溺策荒地域⑳糊土の調査研窮は

一宥忍､賄の好例焚滋蕃怒い完よう鶉

慧硫費鉱瞭

酋割ζ災れば北海道の非金属鉱床の開発は硫蔑を怒

って臓朱とする陶である吉事榊凄隼(エ80隻)に阿寒流

蔑淡発現さ松て抽り弘化3年(ユ馳6)ばは恵山で昇薙

硫蔑淋操敢慈れたという慧おである､篶かじ泳がらど

の程度採掘したかについては不明である.たしかなと�
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(ユ〕昇華敏床

(2)鉱染交代鉱床

端甘亭㎞

13)沈殿鉱床(宝沼型をふくむ)

(4)熔流鉱床

明治以降硫叢カ婁さかんに採掘された地域は西部北海

道地域の恵山1古武井1鳥セコ1奥尻島で主として

火qに生じた昇華硫蔑や沈殿硫黄が採掘され当時は単

鉱山で東洋一の生産量を誇ったとζるも少汰くない北

島をさ鉦｡;主尊

海道奥地の開発が進むにつれて跡佐登祖との昇華硫蔑も

稼行されるよう紀なっ淀､しかしこれら火口をうめた

沈殿硫黄や昇華硫黄は次篤に枯渇しとく紀沈殿硫黄が

早くから開発された西部北海遠地裁ではほとんど採掘が

終っている.現在道内で操業中の硫讃鉱山はわずかに

幌別鉱山のみとなり開発準備申のもの紀白老鉱山があ

るだけである一これらの鉱床はいずれも岩鉱とよばれ

る鉱染交代鉱床でその規模が大きい.鉱染交代鉱床は

一般に不規則小規模のものとされていたがユ901年岩

手県松尾鉱山で翌1902年六道の幌別鉱山で硫黄鉱床か

発見されて以来この種の鉱床カミ大規模であること鉱石

が他型式のものに比べてやや低品位ではあるが均質であ

ること荏とからカ増ん注目されるに至った.

とくに第2次大戦以後はζの型式の鉱床が褐鉄鉱鉱床

や硫化鉄鉱鉱床と密鐘荏関係を有することカ湖らかとた

りこの観点から鋭意探鉱カミ進められた結果胆振地区

の虻囲｡徳舜瞥1白老などの各鉱山で幌別鉱山について

この型の硫黄鉱床が相次いで発見されるに至った.

熔流硫黄は大量の天然硫黄カ澗天的に流出するもので

知床硫黄山の昭和11年の滑動は実に王O数万トンの硫黄を

噴出し世界にその例をみない大規模匁ものであった.

談シトｰ

宝沼型鉱床はニセコ1登別の湯沼に現在生成されつつ

ある.資源的にはあ妻リ重要では匁いが登別ではご

く最近まで1目に2トン程度の原鉱(平均硫黄分60形)

を湯沼から汲みあげていた.

北海道の硫黄資源の将来は西部北海道地域の昇華･

沈殿硫黄鉱石の枯渇はあるにせよ大規摸の鉱染交代鉱床

の存在により前途洋々たるものがある.しかし現在硫･

蔑鉱業界は回収硫黄の急速な伸展という重要な段階を迎1

えており.国内的に律供給力がなお不見であるとはいい二

ながら近い将来深刻な状態が予想される.どれを克

服するためには抜本的国家的施策を必要とすることはポ

ちろんであるが企業にとってもコストの低減を図るた･

めの合理化高品位鉱の確保校ど積極的な対策が必要で

あろう.

4重星石鉱床

北海道の重晶石鉱床は西部北海道地域にのみ知られて

いる鉱山数は少恋いが本道重晶石は全国生産額の72～

7批をしめし北海道の特産資源の1つであるヨ昭和

1/年から操業され42年までに408ヨ625トンを獲得してい

る現在は松倉･南白老の2鉱山のみとなり月産1800

トンとなっている｡過去に稼行された鉱山は松倉1

茂賀利1勝山1南白老の4鉱山であるか鉱床のタイプ

はいろいろで壊状脈状網状などのもの雅知られてい

る.鉱床例が小柱いにもかかわらず箆晶石鉱床ぽは

いろいろのタイプのものがあるために興味ある成因論争

が展開されてきた｡とくに古生層申の白雲石質石灰岩

を母岩としている重騒石鉱床に講議場蝶申している勝

山･茂賀利爾鉱山の鉱床はその好例である.本来鉱染

交代型の鉱床であったものが風化残留して一層赫位を

高めているものであるといわれている.この種の重晶

石鉱床カミな晋に白雲石質石灰石を母岩ぽしているのかと

いう点については両鉱床の問題1ことどまらず世界的に

みても興味ある課題の1つ柾のである｡その点はつい

てぱ杉本良也博士によるミ北海道の重晶石鉱床1地下資

源調査所報告N◎｡2619狐に詳しくのべられているの

で割愛することとするけれども私たちもこの点に少なか

らず関心をもっているために西部北海道の金属鉱床密集

地域をえらんで深成火成岩とその造岩鉱物について遇a

の挙動を検討し花ことがある｡その結果では雲母角

閃石などの有色鉱物中にBaはかなり検出されるにもか

かわらず2次鉱物である緑泥石にはほとんどB婁ほみ

とめられないことがわかった.そこで私たちは緑泥石

化作用が晦を溶脱してしまうのではないかという疑問

をもつに至った･勝山1茂賀利両鉱山の白雲石質石灰

岩は輝緑凝灰砦層中に存するので比較的有色鉱物に富

んでいるこの相が緑泥石化することによってCaMgと

ともにB薮が再生したのでは狂いかと考えるのである.

ここから産する重晶石は1～5㎝の大結晶の集合であり

液体包有物の宝庫でもある包有物の検討からこの重

品有は200℃～易O℃の低温で生成されたものと推定され

興腺つきないもの淋ある｡(筆者は北海道支所‡大阪出張所)�


